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葡たか
日だまりと

子どもたち

～東小学校～

寒風のなかでも，子どもたちは元気い

っぱい。

休み時間のベルが鳴ると， くもの子を

散らすように教室から飛び出す子どもた

ちで，静かだった校庭がにぎやかになり

ます。

ときおり見せる日だまりでのなわとび

は， まるで影と遊んでいるようです。

皀月弓一
'BSN@回s4B

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
声
７

－
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り

ふ
ま
・
し
ょ
室
フ

ー
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
涯
フ 市

民
憲
章

季

高萩市の生んだ作家たち－④

消防功労者と退職消防団員を

表彰

5”……･昭和63年度上半期予算執行の

状況

6～7…新しい元号は「平成」

8

11主なもくじ

2～4…昭和62年度歳入歳出決算

画編集・発行／高萩市役所市長公室念(0293)23-2111

テレフォンサービス「市政案内」は23 1151 ．〃52てす



一般会計歳入決算

78億9,706万6千円(3.8)

昭
和
六
十
二
年
度
の
一
般
会
計
や
国

民
健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
事
業
、

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
、
三

つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
、

十
二
月
の
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

す
で
に
、
九
月
の
市
議
会
で
認
定
さ

掻
劾
あ
る
面
画
題
費
に
誇
力

自主財源・依存財源別内訳

（ ）内：前年比伸び率(％）

～
昭
和
六
十
二
年
度
歳
入
歳
出
決
算
か
ら
～

国･県支出金
11億4,468万9千円
14．5％

（△14.3）

れ
た
高
萩
霊
園
事
業
の
特
別
会
計
と
水

道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
の
企
業
会

計
の
決
算
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
内
容
を

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

現
在
、
国
や
地
方
自
治
体
と
も
、
め

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会
経
済
状
況
の

自
主
財
源

依
存
依
存
財
源地方交付税／

ト
141E9,360万

2千円

18．9％

（10.5) I

3
万
円

税
皿
肝
秘
刷

市
憾
妬
侶

５３

4億660万6千円
43.1％

' (.0.8) /

44億9,046万円
56．9％

（7.5）

債市
5E4,960万

6．9％

（0.2）、

円

も
と
に
置
か
れ
、
高
萩
市
も
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
か
ら
、
よ
り
効
率
的
な
活

力
あ
る
市
政
運
営
に
努
力
、
二
十
一
世

紀
を
展
望
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

その他
9億1,972万4千円

11．7％

（2．5）

その他

2億1,871万5千円

2.8%(11.1)
地方譲与税

娯楽施設利用税交付金 ｜
霊騨蕊艫付金|－

分担金及び負担金

使用料及び手数料
財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入’
※国・県支出金には産炭地城振興臨時交付金を含みます。

／

土木費20.8%(2.1)

15Ig4,874万4千円

民生費15.5%(.0.3)

11E5,155万8千円 一般会計

歳出決算

（
〃

）

74億3，293万9千円

（1.7）高萩保育所

市民一人あたり 3万2千9百円

一世帯あたり 10万9千円

本町都市下水路

市民一人あたり 4万4千3百円

一世帯あたり 14万6千7百円 （ ）内：前年比伸び率(％）

その他9.6％(△23.3）

7億985万3千円

（消防費,議会費,労働費,商工費,災害復旧費）

衛生費7.0%(412.4)

5億1,977万4千円

農林水産業費7.5％(△8.7）

5億5,987万9千円

＃
1 1 I I 鱗

識… ~

…
” ‘ ､

:鱗＃

消防団第21分団詰所

市民一人あたり 2万3百円

一世帯あたり 6万7千2百円

1歳6か月児健康診査

市民一人あたり 1万4千9百円

一世帯あたり 4万9千2百円
、

放牧される黒毛和牛

市民一人あたり 1万6千円

一世帯あたり 5万3千円

き



決算総括表
前年比伸び率（％）

歳入 ｜ 歳出 ’｢==二二

億74億会寄----嬰竺 差し引 きI I-I
Lu歳 人

1－73.83,293万9千円 4億6,412万7千円78億9,706万6千円
へ
云 計般

△3．17,591万5千円 △0．514億1,299万3千円国民健康保険事業 141E8,890万8千円

特

別

25．319万4千円 11．4248万8千円高萩霊園事業 268万2千円

△1,752万8千円 6．86．4！老人保健事業 14億6,107万7千円 14億7,860万5千円
今
云

58．91,596万3千円

7,454万4千円

63．92IE7,143万5千円2億8,739万8千円町西側土地区画整理事業
二I

目1‐

6．3 5．0311E6,552万1千円32億4,006万5千円
二』一

口I

2．65億3,867万1千円 4．5111億3,713万1千円 105億9,846万円
二L

両I合 」’

(企業会計の上欄は収益的収入及び支出，下欄は資本的収入及び支出です｡）

△3．2

21．3

8,700万6千円 8．5

26．0

15.6

10.1

26．0

3億4,350万9千円| 2億5,650万3千円
水 道 事 業企

業
5億7,721万9千円

9,100万8千円

2,679万円

3億4,751万1千円

61g 400万9千円

△6,727万8千円

2,004万2千円

△2,679万円

1億704万8千円

△9,406万8千円

5億994万1千円

11g1,105万円 ２
１
３
２

０
０
２
０２

△
△

工業用水道事業
へ
云

’ 4億5,455万9千円
5億994万1千円

計 計
ー『

市税の内訳 35E7,073万6千円(8.8)市税収入の推移 35．70

32．81

前年比伸

び率(％）

30．36
28，99

－鯨言鯨
構成比

（％）
(8 8）

決算額区 分

市民税

固定資産税

電気税

都市計画税

たばこ消費税

軽自動車税

そ の他

(8．1）
25．58

16.6

1．6

.0.2

5．9

.0.2

7．6

518．1

16億6,176万1千円

12億6,490万9千円

21E3,603万3千円

1億9,178万7千円

1億6,960万円

1.931万9千円

2,732万7千円

46．5

35．4

6．6

5．4

4．8

0．5

0.8

(11．1）

…

（単位：億円）

（ ）内：前年比伸び率(％）

坐

塊

坐

弱

’

昭

’
’
㈹

１

田

総務費教育費13.7％(17.8）
10億1,644万1千円

公債費11.2%(0.5)
8億3,251万1千円

14.7％(34.1）

10億9,417万9千円

鍵
．＝

懲懲魚蕊』灘’1瀞

市民課窓口

市民一人あたり 3万1千3百円

一世帯あたり 10万3千6百円

市営住宅

市民一人あたり 2万3千8百円

一世帯あたり 7万8千8百円

松岡幼稚園

市民一人あたり 2万9千1百円

一世帯あたり 9万6千3百円
一

市民一人あたりの市税負担額は

10万2千1百円

一世帯あたりの市税負担額は

33万8千円です。

市民一人あたりの経費は

21万2千6百円

一世帯あたりの経費は

70万3千8百円です。

算出には

昭和63年3月31日現在

/人口 、
34,967人

」
世帯数

( 10,562世帯

の数字を使いました。

＄



市
営
住
宅
建
設
事
業

三
億
三
、
二
七
七
万
七
千
円

老
人
福
祉
の
た
め
に

一
億
九
、
三
六
二
万
八
千
円

児
童
福
祉
の
た
め
に

三
億
九
八
一
万
四
千
円

心
身
障
害
者
福
祉
の
た
め
に

八
、
六
六
三
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
繰
出
金

四
、
一
○
○
万
円

保
健
予
防
の
た
め
に

二
、
○
三
○
万
円

人
間
優
先
の

生
活
環
境
づ
く
り

健
康
で
や
す
ら
か
な

地
域
社
会
づ
く
り

松
岡
幼
稚
園
園
舎
改
築
事
業

一
億
八
、
八
四
○
万
五
千
円

市
営
野
球
場
・
高
浜
運
動
広
場
整
備

一
、
三
五
四
万
三
千
円

図
書
館
運
営
経
費

四
、
六
九
二
万
八
千
円

（
図
書
購
入
費
ほ
か
）

心
豊
か
な
人
づ
く
り

昭
和
六
十
二
年
度
の

主
な
し
ご
と

土
地
改
良
事
業

一
億
二
、
三
九
○
万
円

山
村
林
業
構
造
改
善
事
業
（
林
道
開
設
ほ
な

四
、
七
八
七
万
円

山
村
振
興
対
策
事
業

一
、
二
八
四
万
二
千
円

高
萩
・
北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企
業

団
出
資
金
五
三
三
万
八
千
円

商
工
会
運
営
費
補
助
金

一
、
二
四
一
万
九
千
円

観
光
対
策
事
業

二
○
○
万
円

活
力
あ
る
市
民
生
活
を

つ
く
り
出
す
産
業
づ
く
り

都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

二
億
二
、
五
九
七
万
六
千
円

河
川
改
修
事
業

七
、
六
七
三
万
六
千
円

公
共
下
水
道
事
業
負
担
金

二
億
三
、
四
一
七
万
二
千
円

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
繰
出
金

六
、
六
五
○
万
六
千
円

都
市
発
展
の

墓
礎
づ
く
り

一
棟
三
十
戸
（
舵
～
侭
年
度
二
か
年
継
続
）

一
棟
二
十
四
戸

（
例
～
他
年
度
二
か
年
継
続
）

一
棟
十
二
戸
（
例
～
舵
年
度
二
か
年
継
続
）

（
｜
》
’
－

歳
入
で
は
、
前
年
度
の
決
算
額
よ
り

○
・
五
％
減
少
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
、

国
庫
負
担
金
、
繰
入
金
等
の
減
少
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
割
．
資

産
割
で
そ
れ
ぞ
れ
○
・
二
％
、
均
等
割
．

平
等
割
で
そ
れ
ぞ
れ
千
円
の
引
き
上
げ

を
行
い
、
課
税
限
度
額
を
三
十
九
万
円

と
し
ま
し
た
。

被
保
険
者
一
人
あ
た
り
で
み
る
と
、

保
険
税
で
は
五
万
一
、
二
七
三
円
（
前

年
度
四
万
七
、
二
一
八
円
）
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
三
、
八
六
四
円
（
前
年

度
五
、
八
九
七
円
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
出
は
、
前
年
度
の
決
算
額
よ
り
三
・

一
％
減
少
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
老

人
保
健
拠
出
金
の
拠
出
率
の
改
正
に
よ

り
、
二
三
・
二
％
（
一
億
一
七
四
万
九

千
円
）
の
減
少
が
大
き
な
要
因
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

』面

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

決
算
額
は
、
前
年
度
よ
り
歳
入
で
、

決
算
額
は
、
前
年
度
に
対
し
て
歳
入

で
六
◇
四
％
（
八
、
七
六
四
万
八
千
円
）
、

歳
出
で
、
六
・
八
％
（
九
、
四
三
七
万

七
千
円
）
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

年
々
、
増
加
を
続
け
て
い
る
医
療
給

付
費
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
で
は
六
・

二
％
（
八
、
五
二
四
万
九
千
円
）
と
前

年
度
の
伸
び
一
八
・
二
％
（
二
億
一
、

二
四
○
万
一
千
円
）
を
大
き
く
下
回
り
、

件
数
で
も
一
・
三
％
（
四
四
一
件
）
と

低
い
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

受
給
者
数
で
は
、
二
、
五
九
六
人
（
月

平
均
）
と
前
年
度
に
比
べ
て
一
五
一
人

（
六
・
二
％
）
の
増
加
を
み
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
事
業

し
か
し
、
老
人
保
健
拠
出
金
外
の
保

険
給
付
費
は
、
五
・
二
％
（
四
、
九
五

二
万
六
千
円
）
の
伸
び
率
を
示
し
て
い

ま
す
。
被
保
険
者
一
人
あ
た
り
で
み
る
と
、

保
険
給
付
費
と
老
人
保
険
拠
出
金
一
二

万
七
、
○
五
六
円
（
前
年
度
一
三
万
一
、

○
六
四
円
）
と
前
年
度
に
対
し
て
三
・

一
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

松
久
保
工
業
団
地
や
市
内
の
七
事
業

所
に
、
契
約
水
量
、
年
間
七
三
二
万
㎡

二
㎡
あ
た
り
一
五
円
）
で
供
給
し
、

実
給
水
量
は
契
約
水
量
に
対
し
て
八
六

七
％
を
示
し
て
い
ま
す
。

六
三
・
九
％
二
億
一
、
二
○
五
万
四
饗

千
円
）
、
歳
出
で
五
八
・
九
％
（
一
億
六

○
万
八
千
円
）
と
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
伸

び
を
示
し
て
い
ま
す
。

当
地
区
の
公
共
施
設
の
整
備
改
善
と

宅
地
の
利
用
増
進
を
図
り
、
健
全
な
市

街
地
の
形
成
を
め
ざ
し
、
平
成
四
年
度

ま
で
を
施
行
期
間
と
す
る
実
施
計
画
に

基
づ
い
て
、
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
の
業
務
量
は
、
給

水
件
数
七
、
六
三
七
件
（
対
前
年
比
四
・

三
％
増
）
、
給
水
人
口
二
万
四
、
九
三
二

人
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
七
六
九
人

（
三
・
二
％
）
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
給
水
量
は
、
二
八
五
万
九
、
九

四
四
㎡
を
供
給
、
給
水
普
及
率
も
七
三
・

二
％
に
達
し
ま
し
た
。

一
日
最
大
配
水
量
は
、
九
、
○
○
○

㎡
を
示
し
、
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

水
道
事
業

工
業
用
水
道
事
業

企
業
会
計



昭和63年度上半期

予算執行の状況

～昭和63年9月30日現在～
花貫川流域の土地改良事業建設中の高戸集会所

予算額

75億1 ，382万8千円

収入済額

39億3，874万6千円

（52.4％）
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へいせい

新1,､元号l1 「平成」

昭和の時代終わる

～昭和天皇の思い出～

一
月
七
日
由
、
午
前
六
時
三
十
三
分
、

ほ
う

昭
和
天
皇
㈱
が
、
皇
居
吹
上
御
所
で
崩

ぎ
ｋ御
さ
れ
ま
し
た
。

あ
き
ひ
と

崩
御
に
伴
い
、
皇
太
子
明
仁
親
王
㈱

が
皇
位
を
継
承
、
新
天
皇
に
即
位
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
の
時
代
が
終
わ

り
、
新
し
い
元
号
が
「
平
成
」
と
決
ま

り
、
七
日
出
に
公
布
、
八
日
口
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
元
号
は
、

○
内
平
ら
か
に
外
成
る

「
史
記
」
の
「
五
帝
本
紀
」

高萩市への第一歩は

KDD茨城衛星通信所

向口篝罰ﾙ;
溝避溌

鞭f鞭

；囲忘れ得ぬ（
1枚の写真

○
地
平
ら
か
に
天
成
る

だ
い
う
ば

「
書
経
」
の
「
大
禺
謨
」

と
い
う
中
国
の
古
典
の
な
か
か
ら
選
ば

れ
た
も
の
で
、
平
和
で
豊
か
な
社
会
の

実
現
を
願
い
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

高
萩
市
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
五
月

の
第
二
十
七
回
全
国
植
樹
祭
の
折
、
両

陛
下
を
お
迎
え
し
て
、
お
手
ま
き
記
念

行
事
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
出
な

ど
を
写
真
や
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

▼お手まき記念の森で

元気に育つ杉といちよう
鴬

｜

’

窪

たかよし

大部享克さん

（大能）

大心苑に宿泊

植
物
を
め
で
、
緑
を
好
ん
だ
昭
和
天

皇
、
忘
れ
も
し
な
い
去
る
昭
和
五
十
一

年
五
月
二
十
三
日
、
第
二
十
七
回
全
国

植
樹
祭
が
、
大
子
町
高
柴
台
で
行
わ
れ

林
業
後
継
者
を
代
表
し
て
、
先
の
天
皇

陛
下
の
お
手
植
え
の
介
添
え
を
し
た
時

の
写
真
で
す
。

山
桜
の
苗
木
を
手
に
、
陛
下
の
近
づ

い
て
来
る
の
を
待
つ
緊
張
感
、
そ
の
緊

張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
た
の
が
陛
下
の
お

つ
け
に
な
っ
て
い
た
ポ
マ
ー
ド
の
良
き

香
り
で
し
た
。
手
の
届
く
位
置
で
接
し

た
先
の
陛
下
、
戦
後
生
ま
れ
の
私
の
目

に
は
、
ま
こ
と
に
上
品
で
温
厚
な
お
じ

さ
ん
に
写
り
ま
し
た
。

植
樹
祭
へ
の
行
事
が
植
林
を
奨
励
し
、

全
国
の
林
野
が
緑
を
回
復
し
て
い
く
の

に
強
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い

ま
す
。元
号
は
、
昭
和
か
ら
平
成
と
変
わ
り

ま
し
た
が
、
木
は
毎
年
一
つ
ず
つ
年
輪

を
重
ね
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
年
輪

の
ご
と
く
、
一
つ
一
つ
確
実
な
積
み
重

ね
で
、
平
和
で
豊
か
な
「
平
成
」
の
時

代
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

霧
羅蕊

－－

一
月
二
十
三
日
側
山
形
県
新
庄
市

か
ら
亀
井
市
議
会
議
長
や
今
井
助
役
な

ど
十
六
人
が
高
萩
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

高
萩
市
と
新
庄
市
は
、
歴
史
的
な
つ

な
が
り
が
あ
る
た
め
、
毎
年
、
踊
り
な

ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

歴
史
的
な
つ
な
が
り
と
は
、
手
綱
の

竜
子
山
城
を
修
築
、
拡
張
し
て
松
岡
城

を
築
い
た
戸
沢
政
盛
氏
が
、
そ
の
後
新

庄
市
へ
移
り
約
二
五
○
年
間
続
い
た
戸

沢
藩
の
初
代
藩
主
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

昨
年
は
、
高
萩
市
か
ら
根
本
市
議
会

議
長
や
市
議
会
議
員
、
高
萩
舞
踊
交
流

会
の
み
な
さ
ん
な
ど
が
新
庄
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。

新
庄
市
は
、
今
年
市
制
施
行
四
十
周

年
、
高
萩
市
も
市
制
施
行
三
十
五
周
年

を
迎
え
ま
す
。

入

歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
も
つ

新
庄
市
か
ら
十
六
人
が
来
市

辮溌蕊闇

⑰
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の
あ
た
た
か
い
お
声
と
と
も
に
、
忘
れ
が
、
ご
健
康
を
害
さ
れ
て
公
式
行
事

一
一
市
一
劃
一
長
一
随
一
一
忽
一
一
鯆
脈
鯛
赤
捌
到
雄
製
』
。
雲
も
そ
の
後
、
園
遊
会
に
ご
招
待
い
た
一

お
出
ま
し
に
な
れ
な
く
な
り
、
昭
和

一
全
国
植
樹
祭
と

お
手
ま
き
さ
れ
る
行
事
の
お
介
添
え
の
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
い
た
折
に
は
、
急
に
お
や
つ
れ
に
な
一

光
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
か
ら
す
追
い
っ
た
お
姿
に
接
し
て
案
じ
て
い
ま
し
た
一

両
陛
下
…
擁

昭
和
天
皇
は
、
無
言
で
几
帳
面
に
ま
の
擬
音
の
説
明
に
、
両
陛
下
が
実
に
楽
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
ご
健
康
に
異
状
が
一

一
訂
乃
兼
孝
心
”
擬
水
萎
冷
糊
冠
驍
迩
描
竪
馳
畷
雛
離
陸
満
弗
罐
わ
れ
た
お
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
｜

ま
ぶ
た

そ
れ
で
も
千
五
百
人
も
の
招
待
者
の
一

一
昭
和
五
十
一
年
五
月
、
第
二
十
七
回
駄
目
ね
】
な
ど
と
楽
し
そ
う
に
何
度
も
新
緑
の
花
貫
渓
谷
の
景
観
を
と
て
も
中
を
ず
っ
と
歩
か
れ
、
お
言
葉
を
か
け
一

一
全
国
植
樹
祭
の
折
、
高
萩
市
で
行
わ
話
し
か
け
ら
れ
る
の
で
、
当
初
の
緊
張
喜
ば
れ
る
と
と
も
に
、
大
心
苑
に
お
泊
ら
れ
る
お
姿
に
、
国
民
を
思
う
愛
情
と
一

一
れ
た
お
手
ま
き
行
事
に
、
昭
和
天
皇
と
か
ら
解
放
さ
れ
た
気
持
ち
で
、
短
か
く
ま
り
に
な
ら
れ
た
翌
朝
、
屋
上
か
ら
周
と
も
に
、
激
動
の
時
代
の
責
任
を
負
っ
一

一
皇
太
后
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
ご
返
事
申
し
上
げ
る
と
、
お
も
し
ろ
そ
囲
を
眺
め
ら
れ
、
「
自
然
が
豊
か
で
良
い
て
こ
ら
れ
た
一
」
意
志
の
強
さ
を
感
じ
、
｜

｜
き
ま
し
た
。
う
に
笑
わ
れ
な
が
ら
ま
か
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
す
ね
字
と
ご
感
想
を
述
べ
ら
敬
愛
の
念
を
一
層
深
く
し
ま
し
た
。
｜

｜
伝
統
の
あ
る
多
賀
林
業
の
中
心
地
に
、
そ
の
時
の
美
し
い
お
声
と
、
慣
れ
た
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
地
に
貴
重
な
思
い
出
を
残
さ
れ
一

一
ぜ
ひ
両
陛
下
を
お
迎
え
し
た
い
と
い
う
指
先
の
動
き
が
印
象
的
で
し
た
。
自
然
科
学
者
の
昭
和
天
皇
と
、
↑
日
本
た
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
深
い
悲
し
み
を
一

一
関
係
者
の
熱
意
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所
で
、
昭
和
画
が
ご
趣
味
の
皇
太
后
さ
ま
を
高
萩
に
覚
え
る
と
と
も
に
、
両
陛
下
が
め
で
ら
一

一
前
日
の
雨
も
上
が
っ
て
、
美
し
い
五
天
皇
か
ら
「
日
ご
ろ
は
、
ご
苦
労
で
す
。
お
迎
え
で
き
た
こ
と
は
、
意
義
深
い
も
れ
た
自
然
環
境
を
、
高
萩
市
の
誇
り
と
一

一
月
晴
れ
の
下
で
、
昭
和
天
皇
が
杉
の
種
市
民
の
福
祉
の
た
め
、
し
っ
か
り
や
る
の
が
あ
っ
た
と
信
じ
ま
す
。
し
て
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
一

一
を
、
皇
太
后
さ
ま
が
い
ち
よ
う
の
種
を
、
よ
う
に
四
と
の
お
言
葉
を
賜
わ
っ
た
時
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
皇
太
后
さ
ま
い
と
思
い
ま
す
ｏ
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市

長

随

想

上手綱千代田付近での見送り風景

一
月
七
日
由
、
朝
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ヅ

チ
を
入
れ
た
と
た
ん
「
天
皇
陛
下
崩
御
」

の
六
文
字
が
面
画
い
つ
ぱ
い
に
浮
か
び

あ
が
り
ま
し
た
・
私
は
、
思
わ
ず
テ
レ
ビ

の
前
に
ひ
ざ
ま
づ
き
両
手
を
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
九
月
、
ご
在
位
六
十
年

の
年
に
、
私
た
ち
松
岡
婦
人
会
三
十
三

人
が
皇
居
の
清
掃
奉
仕
に
行
っ
た
時
に

今は亡き

陛下をしのんで

松岡婦人会会長

柴田菊代さん
（上手綱）

ー

は
、
あ
ん
な
に
お
元
気
だ
っ
た
の
に
：
・
・

仕
事
が
終
わ
り
両
陛
下
の
ご
会
釈
を

賜
わ
り
、
陛
下
か
ら
「
奉
仕
ご
苦
労
さ

ま
で
す
。
皆
も
元
気
で
、
ま
た
来
て
く

だ
さ
い
ね
凶
と
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た

時
に
は
、
感
無
量
で
ひ
と
り
で
に
涙
が

こ
ぼ
れ
落
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
の
植
樹
祭
の

時
に
も
、
両
陛
下
の
記
念
の
お
手
ま
き
の

お
姿
を
目
の
あ
た
り
に
接
し
ま
し
た
。

今
は
、
何
も
か
も
が
思
い
出
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
た
だ
た
だ
安
ら

か
に
陛
下
の
ご
冥
福
を
謹
し
ん
で
お
祈

り
す
る
ば
か
り
で
す
。

一

昭和60年9月11日～14日，皇居勤労奉仕のとき

両陛下と記念写真

一一一一」一一一

ハ
ウ
ス
の
中
は
、
ピ
ン
ク
と
白
の
か

れ
ん
な
メ
ラ
コ
に
包
ま
れ
、
い
っ
ぺ
ん

に
春
を
迎
え
た
よ
う
で
す
。

通
称
「
メ
ラ
コ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

正
し
く
は
、
「
プ
リ
ム
ラ
マ
ラ
コ
イ
デ
ス
」

と
長
い
名
前
を
持
つ
西
洋
桜
草
で
す
。

こ
こ
石
滝
の
梶
山
治
さ
ん
宅
で
は
、

一
月
下
旬
か
ら
二
月
初
め
に
か
け
て
、

メ
ラ
コ
の
出
荷
に
追
わ
れ
、
出
荷
を
前

に
最
後
の
手
入
れ
に
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。
メ
ラ
コ
は
、
花
持
ち
が
良
く
、
値
段

も
手
ご
ろ
と
、
東
京
、
名
古
屋
、
関
西

方
面
の
需
要
が
多
い
な
か
、
直
接
訪
れ

る
愛
好
者
も
多
い
よ
う
で
す
。

舂
を
呼
ぶ
花

「
メ
ラ
コ
」
を
出
荷

〆

新
庄
市
で
は
、
こ
の
機
会
に
歴
史
的

な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
両
市
が
、

友
好
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
は
と
の
考
え

を
も
っ
て
、
今
回
高
萩
市
を
視
察
に
訪

れ
た
も
の
で
す
。

ザ



し肝心のひろば
一
月
二
十
二
日
⑧
第
十
四
回
新
春

高
萩
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
約
四
百

人
の
選
手
の
参
加
で
、
沿
道
の
盛
ん
な

声
援
を
受
け
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

ｐ
衆
迩
の
蕊

｛
室
《
；
応

（
一
般
男
子
Ａ
）
（
一
般
男
子
Ｂ
）

こ
い
ま

①
皆
川
久
夫
①
小
沼
博

う
つ
み

②
山
崎
慎
哉
②
内
海
憲
治

③
国
井
安
男
③
柴
田
純
一

（
高
校
生
男
子
）
（
オ
ー
プ
ン
男
子
）

①
柴
田
伸
一
①
大
月
英
治

よ
し
か
Ｔ

②
西
澤
嘉
一
②
伊
藤
洋
一

③
矢
部
幸
司
③
沼
田
静
雄 １

近
あ身
か
２

の
何
６

ん
。
２

さ
す
線

な
ま
係
内

み
し
ｏ
聰
‘

‐
介
い
広
１

は
紹
さ
報
１

｜
を
だ
広
１

ナ
声
く
課
２

｜
Ⅱ
せ
動
一

コ
事
寄
活
３

の
行
お
民
２

は
や
で
市
査

ろ
題
ま
》
く

ひ
話
係
蹄

の
た
ら
先

民
つ
た
て

市
こ
し
あＩ第14回新春高萩

市民マラソン大会

○
五
伽
の
部

（
一
般
男
子
Ｃ
）
（
一
般
男
子
Ｄ
）

は
る
お

①
長
岐
治
雄
①
苅
部
正
雄

②
板
垣
正
義
②
千
葉
満いざ

お

③
緑
川
三
郎
③
佐
川
功

（
中
学
生
男
子
）
（
中
学
・
高
校
女
子
）

①
佐
藤
忍
①
長
嶋
優
子

は
ろ
お

②
坂
本
晴
央
②
小
林
久
美
子

わ
た
る

③
佐
藤
亘
③
西
舘
裕
美

（
オ
ー
プ
ン
女
子
）

①
山
川
惠
美
子

②
桑
名
京
子

③
鈴
木
寛
子

蕊
琴
砿
鍾
議
溌
蕊
繁
獄

（
一
般
女
子
）
（
親
子
）

①
飯
田
千
恵
子
①
村
田
俊
美
・
亮

②
鈴
木
春
枝
②
大
泉
實
・
雅
紀

③
田
代
カ
ッ
エ
③
磯
野
秀
敏
・
真
澄

（
小
学
生
）

あ
律
ら

①
小
野
晃
か
ず
と

②
飯
田
和
外
か
ず
と

③
神
長
和
人

445人が成人

第35回高萩市成人式

《
、
，
）

一
月
十
四
日
出
か
ら
十
八
日
伽
ま
で

の
五
日
間
、
中
央
公
民
館
で
、
第
二
回

青
少
年
美
術
・
書
道
展
が
開
か
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同
会
場
に
は
、
市
内
の
幼
稚
園
、
保

育
所
（
園
）
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校

の
児
童
・
生
徒
な
ど
の
絵
画
や
書
道
約

ら
ん
し
ゅ
う

六
百
点
の
展
示
を
は
じ
め
、
中
国
蘭
州

市
の
児
童
の
作
品
、
故
伊
藤
龍
馬
先
生

の
市
報
掲
載
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

第
二
回
青
少
年

美
術
・
書
道
展

1月15日旧） 文化会館で，第35回高

萩市成人式が行われ，市内では445人

（男218人，女227人）が成人を迎えま

した。

式典のあと，高萩ウルトラクイズな

どのアトラクションに参加して，会場

は笑い声につつまれていました。

一

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ

り
引
き
上
げ
て
来
ら
れ
た
時
に
親
し
く
一

し
よ
う
が
い

協
力
を
い
た
だ
き
、
日
本
画
の
指
導
者
一

書
道
は
生
涯
の
勉
強

と
し
て
、
書
道
、
美
術
、
及
び
華
道
の
一

第
一
同
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
に
つ
い
故
横
山
先
生
の
協
力
を
得
て
、
展
覧
会
一

て
の
何
か
意
見
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
を
毎
年
の
ご
と
く
工
夫
し
な
が
ら
催
し
、
｜

が
、
率
直
に
言
え
ば
、
遅
き
に
過
ぎ
た
と
今
日
の
文
化
協
会
の
基
礎
を
着
々
と
築
一

言
え
ま
す
が
、
ま
ず
は
大
成
功
で
あ
っ
い
て
き
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
大
き
な
一

よ
る
二

た
こ
と
を
た
た
え
た
い
。
慶
び
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
層
こ
の
種
の
催
し
が
私
は
戦
争
以
前
の
こ
と
は
、
忘
れ
一

い
つ
か
い

あ
り
、
高
萩
市
民
の
文
化
が
向
上
さ
れ
名
も
な
き
一
介
の
書
道
指
導
家
と
し
、
’

し
ど
』
フ

る
こ
と
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
斯
道
の
発
展
の
た
め
に
微
力

私
は
、
他
県
か
ら
高
萩
に
移
り
住
ん
を
尽
し
な
が
ら
、
な
お
一
層
生
涯
の

で
終
戦
直
後
、
一
番
気
に
な
っ
た
の
は
、
勉
強
を
重
ね
て
い
く
決
意
を
書
き
添
え
、

文
化
面
の
不
満
で
あ
り
ま
し
た
。
余
白
を
埋
め
る
役
目
が
果
せ
る
な
ら
ば

よ
い
先
哲
も
多
く
輩
出
し
て
い
る
と
と
思
い
筆
を
収
め
ま
す
。

こ
ろ
だ
か
ら
、
書
道
を
教
え
そ
れ
を
通

諺薙
諦
溌
蕊

Ａ
可
・

そ
の
た
め
私
は
気
楽
な
思
い
で
一
緒

に
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り

ま
す
。

笠

可
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
‐
１
１
１
．
“
Ｉ
ｊ
ｌ
‐
Ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
。

｜
高
萩
市
の
生
ん
だ
作
家
た
ち
し
て
文
化
の
向
上
に
資
せ
れ
ば
と
、
私

…
…
④
澱
蠣
蕊
蕊
轤
る
こ
と
に
努
力
一

す
い
卸
申
う

高
萩
の
書
道
界
で
は
、
佐
川
翠
龍
氏
、
｜

ｉ
識
繍
瀞
鱗
》
，
ん
き
せ
き
う
ん
ぽ
う

園
雛（

．
》

雛
識

鰯
谷喜之助さん

（安良川）

書道家

こ
の
な
か
で
佐
川
、
鈴
木
の
両
氏
は
、
｜

早
く
世
を
去
ら
れ
ま
こ
と
に
残
念
で
す
一

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
息
の
か
た
の
勉
強
、
｜

と

努
力
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
発
展
を
遂
げ
ら
一

れ
協
力
を
い
た
だ
き
、
私
は
非
常
に
あ
一

り
が
た
い
こ
と
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
｜

ま
ん
し
ゆ
う
｜

村
田
猛
先
生
と
は
、
終
戦
後
満
州
よ
一

橋
本
軌
迩
氏
、
鈴
木
雲
鳳
氏
の
三
人
が
、

他
の
者
を
誘
導
し
て
い
く
実
力
家
と
し

て
書
道
発
展
に
努
力
貢
献
し
て
く
れ
ま

し
た
。
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ポ
ー
テ
ー
ジ
協
会
高
萩
支
部
へ

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
寄
贈

十
二
月
二
十
二
日
㈱
読
み
間
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
九
人
が
、
臨
海
学
園
を
訪
れ
て
、
紙
芝
居
を
披

露
し
ま
し
た
。

ひ
ざ

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
の
膝
に

座
り
、
み
か
ん
や
お
菓
子
を
手
に
場
面
が
変
わ
る
紙
芝
居

に
満
足
そ
う
に
目
を
注
い
で
い
ま
し
た
。

し

12月12日旧） 老人いこいの

家で、高萩ライオンズクラブ

からポーテージ協会高萩支部

に，子ども用のトランポリン

2台が贈られました。

このトランポリンは， 10月

に行われたチャリティゴルフ

大会の益金の一部を充てたも

ので， 同支部ではこれから乳

幼児の早期療法に役立てたい

と話していました。

〃
も
ち
を
配
り
〃

事
故
防
止
を
呼
び
か
け

十
二
月
二
十
六
日
側
高
萩
警
察
署

で
、
年
末
年
始
の
交
通
事
故
追
放
も
ち

つ
き
大
会
が
、
交
通
安
全
母
の
会
や
高

萩
小
学
校
の
交
通
少
年
団
な
ど
の
関
係

者
約
五
十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
、
国
道
六
号
を
走
る
ド
ラ

イ
バ
ー
に
「
安
全
は
気
も
ち
を
込
め
た

譲
り
合
い
」
な
ど
と
書
か
れ
た
標
語
の

入
っ
た
も
ち
を
配
り
、
安
全
運
転
と
事

故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ー『

「
ゴ

らんし”

中国蘭州市の洋裁研修生が

お正月ホームステイ十
二
月
二
十
六
日
側
臨
海
学
園
で
、

社
会
福
祉
関
係
者
な
ど
約
百
人
が
参
加

し
て
、
歳
末
も
ち
つ
き
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

臨
海
学
園
で
も
ち
つ
き

一昨年から高萩市に滞在している中国

蘭州市の洋裁研修生11人が， 1月2日(月)，

3日㈹の2日間，市内の6家庭にホーム

ステイをして， 日本のお正月を楽しみま

した。

今年の5月に帰国予定の研修生は，高

萩の良い思い出がまたひとつ増えたと，

お正月のさまざまな初体験を喜んでいま

した。 ▼

ー

し

親
子
ス
キ
ー
教
室

一
月
五
日
㈱
、
六
日
鰯
の
二
日
間
、

山
形
県
の
栗
子
国
際
ス
キ
ー
場
で
、
十

七
組
、
三
十
九
人
が
参
加
し
て
親
子
ス

キ
ー
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
風
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
、

み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
、
ス
キ
ー
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
ｑ

秒



愛
正
園
で
「
飾
り
も
ち
」

（
ま
ゆ
玉
）
づ
く
り

市
内
各
地
で
－
１
烏
追
い
」

一
月
十
五
日
卿
萩
ヶ

丘
上
島
名
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
団
員
と
父
兄
な
ど
約

八
十
人
が
、
愛
正
園
を
訪

れ
、
園
生
や
職
員
と
一
緒

に
小
正
月
の
行
事
「
飾
り

も
ち
」
（
ま
ゆ
玉
）
を
作
り

ま
し
た
。

園
生
や
職
員
も
、
は
じ

め
て
の
人
が
多
く
大
喜
び
、

「
飾
り
も
ち
」
づ
く
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

一
月
十
四
日
㈹
市
内
冬

を
祈
る
、
農
村
行
事
の
一
（

島
名
地
区
で
は
、
約
八

十
人
が
参
加
し
て
、
今
年

で
三
回
目
の
「
烏
追
い
」
が

行
わ
れ
、
シ
ノ
や
竹
で
作

っ
た
鳥
小
屋
の
中
で
、
子

で
ん
が
く

ど
も
た
ち
は
甘
酒
や
田
楽

な
ど
の
手
作
り
の
味
に
大

喜
び
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
、

最
後
に
鳥
小
屋
を
燃
や
し

ま
し
た
。

市
内
各
地
で
、
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災

罰
の
一
つ
「
烏
追
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

恥
、

号＝

交
通
事
故
追
放
豆
ま
き
大
会

俵
萠
子
さ
ん
を
迎
え
講
演
会

「
親
の
自
立
、
子
の
自
立
」

《
雫
）

磯
蝿 鱗
…

驚
懲

一
月
二
十
九
日
⑧
文

化
会
館
で
、
約
九
百
人
が

参
加
し
て
、
第
十
一
回
交

通
事
故
追
放
豆
ま
き
大
会
、

並
び
に
第
十
三
回
交
通
安

全
市
民
の
つ
ど
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い
明
る

い
ま
ち
を
築
く
新
た
な
契

機
に
し
よ
う
と
、
関
係
者

は
力
強
く
豆
ま
き
を
行
い

ま
し
た
。

一
月
十
八
日
伽
文
化

会
館
で
、
教
育
振
興
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
評
論
家
の

俵
萠
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
「
親
の
自
立
、
子
の

自
立
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
約

八
百
人
の
参
加
者
は
熱
心

に
、
俵
さ
ん
の
話
し
に
聞

き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

〃
青
い
鳥
″
と
い
え
ば
、
メ
ー
テ
ル

リ
ン
ク
を
思
い
出
さ
れ
る
か
た
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
日
本
の
青
い
鳥
と
い
え

ば
、
や
は
り
カ
ワ
セ
ミ
で
す
。

ス
ズ
メ
よ
り
や
や
大
き
く
、
全
長
約

ひ
す
い

十
七
叩
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
（
蒻
翠
色
）

を
し
て
い
ま
す
。
野
鳥
の
な
か
で
も
大

変
気
品
と
風
格
が
あ
り
〃
色
の
つ
い
た

矢
が
走
る
〃
〃
曲
技
と
急
降
下
は
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
並
み
〃
と
い
わ
れ
、
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

川
・
湖
沼
・
池
等
の
澄
ん
だ
水
と
風
し
み
ず

土
を
好
ん
で
生
息
し
て
い
ま
す
。
清
水

で
な
い
と
彼
ら
の
好
物
の
魚
が
採
れ
な

い
か
ら
で
す
。
ホ
バ
リ
ン
グ
（
静
止
飛

行
）
を
し
、
獲
物
を
見
つ
け
て
急
降
下

え
ざ

し
て
餌
を
と
り
ま
す
。

函 カ
ワ
セ
ミ
〈
カ
ワ
セ
ミ
科
〉

シ
リ
ー
ズ

「
高
萩
の
動
物
」
②

一
〃
）

編
集
副
委
員
長
ま
す
み

山
口
萬
壽
美
さ
ん

（
野
鳥
）

カ
ワ
セ
ミ
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず

広
く
文
学
に
も
登
場
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
存
在
は
、
自
然
環
境
が
豊
か
で
あ

り
、
水
が
澄
ん
で
い
て
美
し
い
こ
と
の

あ
か
し証
で
あ
り
、
そ
の
町
や
村
の
シ
ン
ボ
ル

（
象
徴
）
と
も
な
り
ま
す
。

高
萩
市
で
は
、
関
根
川
川
口
や
花
貫

ダ
ム
湖
等
に
見
ら
れ
ま
す
。

◆
カ
ワ
セ
ミ
の
婚
礼
儀
式

し
が
二

春
、
氷
が
と
け
て
、
ヤ
ナ
ギ
が
芽
吹

く
こ
ろ
、
水
面
に
水
蒸
気
が
た
ち
こ
め

る
朝
に
チ
ュ
リ
ー
、
チ
ュ
リ
ー
と
鳴
き

声
を
出
し
な
が
ら
、
色
の
つ
い
た
矢
が

走
り
ま
す
。
こ
の
声
こ
そ
、
雄
が
雌
に

送
る
ラ
ブ
コ
ー
ル
な
の
で
す
。

木
の
て
つ
ぺ
ん
に
雌
を
止
ま
ら
せ
、

雄
が
ま
わ
り
で
ダ
ン
ス
（
認
知
行
為
）

し
、
最
後
に
結
納
が
わ
り
に
小
魚
を
献

上
す
る
こ
と
で
、
め
で
た
く
婚
礼
の
儀

式
が
終
わ
り
ま
す
。
や
さ
し
さ
、
思
い

や
り
は
、
烏
の
世
界
で
も
大
切
な
の
で

す
。
カ
ワ
セ
ミ
は
、
飛
ん
で
い
て
も
静
止

し
て
い
て
も
、
そ
の
姿
が
詩
に
な
り
、

絵
に
な
る
水
辺
の
美
し
い
烏
な
の
で
す
。

こ
の
烏
が
生
息
す
る
高
萩
市
は
、
美

し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
す
ば
ら
し

い
財
産
が
残
さ
れ
て
い
る
証
な
の
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
烏
が
い

つ
ま
で
も
見
ら
れ
る
自
然
環
境
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
、
っ
。

「
高
萩
の
動
物
」
で
は
、
い
つ
・
ど

こ
で
・
ど
ん
な
烏
が
見
ら
れ
る
か
、
調

べ
て
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

f⑪
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幅
十
二
月
二
十
一
日
伽
文
化
会
館
で
帷

軍
は

よ
し
■

副
栄
え
あ
る
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
鈴
木
好
酬

Ⅱ
刀
き
『

弛
之
氏
（
島
名
）
、
豊
田
滿
雄
氏
（
中
戸
川
）
恥

け
い
ぞ
う

え
い

Ⅷ

旧
斎
藤
啓
三
氏
（
安
良
川
）
、
石
井
英
氏
（
石
旧

毎

■

帥
滝
）
の
四
人
を
囲
ん
で
の
叙
勲
受
章
祝
恥

帽
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
岬

■

■

Ⅱ

Ⅱ

岬
当
日
は
、
鈴
木
藤
太
市
長
、
根
本
栄
団

Ⅱ画

弛
議
長
を
は
じ
め
、
約
百
人
の
み
な
さ
ん
恥
Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

帽
が
出
席
し
て
、
受
章
を
心
か
ら
お
祝
い
に

覇

・

副
し
ま
し
た
。
郵
川

郵

嘩

三

■

一

三

岳

三

一

貝

一

三

男

一

三

一

員

一

一

三

田

三

一

一

臣

三

二

更

三

一

一

■

三

一

■

一

三

受

三

園

三

一

■

三

一

一

田

三

一

■

’

三

受

三

■

弓

叙
勲
受
章

祝
賀
会

、

奎

二

二

元

全

三

三

匹

生

二

三

正

二

二

三

正

二

二

一

て

一

三

二

一

は

凸

呂

呂

廻

卓

里

「

二

は

『

二

二

三

陸

二

二

宰

匪

■

二

二

と

‐

か
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一
月
二
十
日
勘
高
萩
市
・
十
王
町

事
務
組
合
消
防
本
部
で
、
関
係
者
約
百

人
が
参
加
し
て
、
消
防
功
労
者
並
び
に

退
職
消
防
団
員
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

飯
田
邦
昭
、
松
本
勝
蔵

茨
城
県
知
事
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章
（
四
十
年
以
上
）

鈴
木
健
二

○
永
年
勤
続
功
労
章
（
二
十
年
以
上
）
か
ず
み

渡
辺
博
通
、
中
村
貴
昭
、
芳
賀
一
海
、

梶
山
正
範
、
松
本
一
郎
、
鈴
木
隆
利

○
表
彰
状
を
授
与
す
る
表
彰

中
戸
川
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

高
萩
市
長
表
彰

消
防
功
労
者
と

退
職
消
防
団
員
を
表
彰

ー

荒
川
義
次
、
塩
沢
實
、
伊
藤
平
樹
、

樫
村
和
弘
、
沼
田
好
勝
、
下
山
田
正

の
窓
よ
し

弘
、
星
芳
昭
、
鈴
木
伸
可
、
野
木

盛
吉
、
鈴
木
高
雄
、
神
長
政
男
、
大

森
光
男
、
大
部
勝
央

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
労
章

篠
原
新
一
郎
、
鈴
木
康
正

○
精
績
章

沼
田
浩
、
鈴
木
健
二

日
本
防
火
協
会
長
表
彰

中
戸
川
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
優
良
分
団

第
二
十
分
団

○
功
労
章

割
ヶ
谷
秀
夫

○
永
年
勤
続
功
労
章

沼
田
浩

○
優
良
消
防
団
員
指
導
員
表
彰

鈴
木
彰
、
篠
原
新
一
郎
、
沼
田

浩
、
飯
田
邦
昭
、
浅
川
徳
男
、
皆
川

み
ち
た
か

文
男
、
下
山
田
至
孚
、
鈴
木
康
正
、

金
沢
三
郎
、
佐
川
七
郎
、
鈴
木
健
二
、

松
本
勝
蔵
、
佐
川
精
一
、
大
部
陽
一

○
親
子
消
防
団
員
表
彰

穂
積
政
次
・
武
光
、
篠
原
新
一
郎
・

新
也
、
鈴
木
隆
雄
・
仁
志

○
優
良
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

上
君
田
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

○
優
良
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
〔
戸

金
沢
み
つ
い
〕
ｒ

消
防
団
長
表
彰

（

第
十
九
分
団
〔

剖へ

○
感
謝
状
を
授
与
す
る
表
彰
）
た

黒
尾
良

消
防
長
表
彰

第
一
分
団
、
第
七
分
団

○
表
彰
状
を
授
与
す
る
表
彰

高
浜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

１
．
１
．
１
．
１
月

十
王
町
伊
師
に
あ
る
「
愛
宕
神
社
」

は
、
古
く
か
ら
「
火
伏
の
神
」
（
火
災
を

防
ぐ
神
通
力
を
も
つ
）
と
し
て
知
ら
れ
、

近
郷
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い

ま
す
。今
年
も
、
旧
暦
の
一
月
二
十
四
日
に

あ
た
る
〃
三
月
一
日
㈱
″
に
火
伏
祭
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
に
な
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
詳
し
く
は
、
十
王
町
役
場
産
業
課
商

工
観
光
係
へ

壷
三
二
’
二
一
二
一
内
線
二
二

』
）

』

あたご

愛宕神奪蜜 ～十王町～
火伏祭

ｒ
～Jr 折 ～'～ノー'～〃～ノーノーJ～ﾉｰｲ～J~ノーノーj～J～J～J～ノーJ～』～'～ﾉｰ』～J~j～

昭和30年代に入ると高萩の馬も， 市
駅から貨車で積み出され食肉用に貢 民
い取られていった。 念活
（昭和30年3月，鈴木市長提供） 一計

啓

蕊

今
年
は
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
二
戸）

十
三
日
に
市
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
三
一

十
五
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
羊

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
高
萩
市
も
国

そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
。
一

そ
こ
で
、
市
で
は
、
こ
の
三
十
五
年
《

の
歳
月
の
流
れ
や
、
明
治
、
大
正
、
昭
一

和
の
高
萩
地
方
の
生
活
、
街
並
み
の
よ
－〈

う
す
な
ど
を
中
心
に
し
た
「
写
真
展
」
〔

等
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
－戸

な
つ
か
し
い
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
Ａ『卜

市
民
活
動
課
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ｊ

宮
一
三
’
一
二
二
内
線
二
六
二
一

な
つ
か
し
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す

昭和20年7月19日の戦災により焼失し

た駅前の市川写真館跡(手前，舂日町)，

写真の後ろ左から松屋，藤枝印刷所，藤

田洋服店，十津川酒店， 日本耐火工業の

エントツ（市川スタジオ提供）

~一斗jトー￥jへ￥fF～ゴゥF～当』た、『トーゴ』た－斗Jへ￥ノトー￥Jf～当』f～当『ナージノト～割/が、イト－斗JトーJノナーヨjF－ゴノトーゾノト～ゾノーヴ～"トーざFへ￥jへ劃j～f～ノーf～ターターノトュ』トョFトざ『侯=ざﾉｰﾉｰｸへごJ～J～J宏一ユJ

fH



問
六
十
歳
代
の
農
家
の
主
婦
で
す
。

多
忙
な
時
期
は
膝
が
痛
み
ま
す
。
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か
。

答
中
腰
姿
勢
を
長
く
続
け
る
よ
う
な

仕
事
、
特
に
農
家
の
か
た
で
、
女
性
に

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

年
と
と
も
に
、
ま
た
、
膝
の
使
い
す

ぎ
な
ど
で
、
膝
の
関
節
の
潤
滑
油
が
減

っ
て
、
骨
と
骨
が
直
接
す
り
合
う
状
態

に
な
っ
て
い
る
た
め
と
い
わ
れ
ま
す
。

間
痛
む
時
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

す
か
。

答
ま
ず
動
か
さ
な
い
こ
と
で
す
。
下

着
の
調
節
を
心
が
け
、
冷
や
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

正
座
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
イ
ス
を
使

っ
た
生
活
が
楽
で
す
。
掘
り
ご
た
つ
は
、

先
人
の
知
恵
で
す
ね
。

間
痛
ま
な
い
今
の
時
期
に
気
を
つ
け

る
こ
と
は
？

答
痛
む
、
痛
ま
な
い
に
か
か
わ
ら
ず

体
重
の
多
い
か
た
は
、
減
ら
す
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
体
重
は
両
方
の
膝
、

歩
い
て
い
る
時
は
片
方
の
膝
に
ず
っ
し

り
か
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

他
に
は
、
歩
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
足
の
筋
力
を
鍛
え
て
膝
を
さ
さ
え

る
た
め
で
す
。

ひ
ざ
「
膝
」
が
痛
い

〈
お
元
気
で
す
か
偲
侭
鰯
で
す
〉

＝

こ
ん
な
運
動
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
う
ま
く

い
け
ば
、
一
週
間
で
効
果
が
あ
る
よ
う

で
す
。
。

、

＜二

､ 弓0｡（

右足をななめ30．ぐらいまで上げ， 10数えて

おろす。これを10回程度，左足も同様に。

朝夕行うと良い。

右足をまつすぐになるまで上げ, 10数えてお

ろす。これを10回程度，左足も同様に。

朝夕行うと良い。

~

ー

｜
け
深
い
お
言
葉
を
さ
っ
そ
く
、
鬼
ば
ば
を
ま
ず
一
回
分
だ
け
分
け
て
く
だ
さ
い
。
似
御
伽
草
子
に
み
え
る

」

｜

お
と
ぎ
ぞ
う
し

一
あ
に
伝
え
て
、
よ
ろ
こ
ば
せ
て
や
り
ま
鬼
ば
ぱ
あ
め
が
、
あ
ま
り
せ
か
す
の
が
貴
族
の
婦
女
子

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

す
］
と
ぺ
こ
ぺ
こ
お
じ
ぎ
を
く
り
返
し

と
話
た
．
：
》

の
福
富
の
織
部
は
心
の
中
で
、
っ
ら
に

離
俗
錨
、
／
諄
く
ぃ
お
世
辞
を
言
う
奴
だ
と
思
い
な
が

い
″
〆
ｂ
ら
、
「
そ
も
そ
も
こ
の
芸
に
は
、
家
伝

緬
民
が
ｉ
田
の
大
事
な
薬
が
あ
り
、
そ
の
薬
を
飲
ん

志
で
、
こ
の
芸
に
は
げ
む
こ
と
に
な
る
。

高
屋
こ
れ
は
秘
密
で
す
か
ら
し
ゃ
べ
っ
て
も

一
ば
く
し
よ
§
ら
っ
て
は
困
り
ま
す
。
よ
い
で
す
ね
。

｜
乏
少
は
か
し
こ
ま
り
、
愛
想
笑
い
を
こ
の
家
の
秘
伝
を
申
し
上
げ
る
の
で
す

き
ん
も
つ

一
浮
か
べ
、
「
さ
て
も
さ
て
も
あ
り
が
た
か
ら
、
ゆ
め
ゆ
め
他
言
は
禁
物
で
す
四

一
い
御
親
切
、
以
前
か
ら
う
ち
の
鬼
ば
ば
と
念
を
お
し
な
が
ら
、
何
や
ら
虫
く
い

一
あ
が
、
や
い
の
や
い
の
と
申
し
て
お
り
だ
ら
け
の
古
い
巻
物
を
取
り
出
し
て
、

｜
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
特
別
な
芸
を
薬
の
調
合
の
し
か
た
を
こ
ま
ご
ま
と
話

一
た
や
す
く
他
人
に
教
え
て
い
た
だ
け
る
し
て
聞
か
せ
た
。

｜
と
は
思
え
ま
せ
ず
、
に
え
き
ら
ぬ
日
々
そ
こ
で
乏
少
は
、
「
ど
う
せ
の
こ
と

一
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
上
は
お
情
な
ら
、
御
親
切
の
つ
い
で
に
、
そ
の
薬

｜
屋
用
促
進
住
宅
高
萩
宿
舎
の
完
成

並
び
に
入
居
申
し
込
み
説
明
会
の
お
し
ら
せ

か
ね
て
か
ら
市
内
下
手
綱
地
内
に
建

設
中
の
雇
用
促
進
住
宅
高
萩
宿
舎
（
鉄

筋
五
階
三
Ｄ
Ｋ
、
八
○
戸
）
が
三
月
上

旬
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
入
居
に
関
す
る
説

明
会
を
三
月
一
日
伽
午
後
二
時
か
ら
、

高
萩
市
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
入
居
資
格
要
件
、
家
賃
等
、

詳
し
い
こ
と
は
、
高
萩
公
共
職
業
安

定
所
（
東
本
町
二
’
五
一
）
へ
お
問
い

司戸′

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
ど

う
る
さ
け
れ
ば
、
早
い
と
こ
ろ
一
発
振
一
″

て
が
ら

り
だ
し
て
、
初
の
手
柄
を
立
て
た
い
の
一

で
す
四
と
必
死
に
頼
み
こ
ん
だ
。
’

合
わ
せ
似
く
だ
さ
い
・

念
二
二
’
二
五
四
九

j|薯

雇
高
案
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申
告
書
は
、
日
程
に
合
わ
せ
て
順
次

み
な
さ
ん
の
地
域
別
に
、
税
務
課
か
ら

直
接
郵
送
し
ま
す
。

別
表
の
と
お
り
、
二
月
十
六
日
嗣
か

ら
二
十
三
日
附
ま
で
（
日
曜
日
は
除
く
。
）

出
張
申
告
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
最
寄
り
の
申
告
会

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
直
接
送
付
し
ま
す

今
年
も
、
個
人
市
県
民
税
と
所
得
税

の
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

申
告
の
期
間
は
、
二
月
十
六
日
嗣
か

ら
三
月
十
五
日
伽
ま
で
で
す
。

適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
、
申
告
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
正
し
く
申
告
し
、
納
得

の
い
く
税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

個
人
市
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告

指
導
と
受
け
付
け
は
、
別
表
の
日
程
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

税の申告は

お早めに

理 6日嗣から1月15日㈱まで

申告指導と受け付けの日程
今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内

に
居
住
し
て
い
た
人
は
、
原
則
と
し
て

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け
の
人
は
申

告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤
務

先
で
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
直
接

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
年
中
に
災
害
を
受
け
た
こ

と
に
よ
る
雑
損
控
除
や
、
自
分
や
家
族

個
人
市
県
民
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

ま
た
、
三
月
十
日
陶
を
過
ぎ
る
と
、

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

別表〉

月 日 時 間 会 場

上君田生活改善センター

2月16日(洞午前10時から 緑の郷コミュニティセンター
午後3時まで横川小学校

若栗公民館

大能生活改善センター
2月17日(金） ，

中戸川公民館

赤浜田園都市センター

ー

石滝公民館

有明町集会所

上手綱生活改善センター

が
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
医

療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
（
所
得
税
の
申
告
）
を
し

た
人
は
、
個
人
市
県
民
税
の
申
告
は
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
土
地
や

建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
昭
和

六
十
三
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
配

偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の

2月18日出 〃

関口公民館

高戸公民館

山手公民館

下組生活改善センター

行人塚集会所

島名多目的研修会館

秋山ナカラ集会所

北組公民館

駒木原集会所

秋山下生活改善センター

下手綱公民館

安良川公民館

秋山中公民館

関口公民館

高戸公民館

山手公民館

下組生活改善センター

行人塚集会所

島名多目的研修会館

秋山ナカラ集会所

下手綱公民館

安良川公民館

秋山中公民館

2月20日(月）

2月21日㈹ 〃〃

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
。

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
一
、
五
○
○
万
円
を
超
え
る
場
合
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
二
○
万
円
を
超
え

る
場
合
な
ど
。

申
告
に
あ
た
っ
て

お
願
い
申
告
書
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、

扶
養
家
族
な
ど
、
必
要
な
こ
と
が
ら
を

同
封
の
申
告
言
記
載
例
を
参
考
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

②
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
、
書
類

2月22日(加 〃

ー

2月23日附 〃〃

※なお，市役所税務課では2月16日嗣から3月15日(水)までの毎

日 （ただし土曜日の午後， 日曜日は除く｡)午前8時30分から

午後5時まで受け付けをしていますので， お早めに申告され

るようご協力ください。

（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

③
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
の
領
収
害
、
ま
た
は
納
税

証
明
書

④
生
命
保
険
料
、
簡
易
保
険
料
、
個
人

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
た
証
明
言

⑤
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
言
と
保
険

金
な
ど
で
、
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の

わ
か
る
書
類

税
湧
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

第
二
、
第
四
土
曜
日
は

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

青
色
申
告
個
入
事
業
者
の
確
定
津
皆
を

受
け
付
け
ま
す
（
商
工
会
）
㈱

と
き
三
月
六
日
側
午
前
九
時
～
午

後
四
時

と
こ
ろ
埜
局
萩
市
商
工
会
館
一
”
茨

国
の
行
政
機
関
は
、
平
成
元
年
一
月

か
ら
毎
月
第
二
、
第
四
土
曜
日
が
休
み

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
従
い
、
税
務
署
、
税
務
相
談

室
も
毎
月
第
二
、
第
四
土
曜
日
を
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

確
定
申
告
期
間
中
の
二
月
二
十
五
日

と
三
月
十
一
日
の
土
曜
日
も
税
務
署
は

休
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
等
は
早

目
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※
個
人
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
へ
壷
二
三

’
一
二
一
一
内
線
二
○
二
、
二
○
三

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、

日
立
税
務
署
盆
○
二
九
四
’
一
二
’
六

三
四
六
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〃錨



昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら
、
日
立
・

高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
で
工
事

を
す
す
め
て
き
た
下
水
道
が
、
い
よ
い

よ
今
年
の
四
月
か
ら
一
部
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
工
事
中
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

ル
I
’

水
洗
化
の
で
き
る
地
区

次
の
地
区
に
家
屋
を
お
持
ち
の
か
た

は
、
ト
イ
レ
の
改
造
を
し
た
り
、
台
所
、

風
呂
な
ど
か
ら
の
家
庭
排
水
も
接
続
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

至
局
浜
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
の
全
区
域

有
明
町
二
丁
目
の
一
部

一
束
本
町
一
丁
目
の
一
部

／
安
良
川
の
一
部

排
水
設
備
と
は

公
共
下
水
道
に
汚
水
を
流
す
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
排
水
設
備

（
私
設
下
水
道
）
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
排
水
設
備
は
、
宅
地
や
私
道
内

に
排
水
管
・
汚
水
ま
す
な
ど
を
つ
く
っ

て
、
ご
家
庭
か
ら
出
る
台
所
、
洗
濯
、

洗
面
、
風
呂
、
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
か
ら

の
汚
水
を
、
す
み
や
か
に
公
共
下
水
道

に
流
す
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

排
水
設
備
は
、
個
人
で
設
置
し
て
保

（
）

一

人
権
擁
護
委
員
の
お
し
ら
せ

守
・
点
検
な
ど
の
管
理
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
の
説
明
会

前
記
の
地
区
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
排
水
設
備
工
事
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

◎
高
浜
集
会
所

三
月
四
日
山
、
五
日
口
の
両
日

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時

◎
有
明
町
集
会
所

三
月
四
日
出
午
後
六
時
か
ら
八
時

三
月
五
日
佃
午
前
九
時
か
ら
十
一

時

※
詳
し
く
は
、
日
立
・
高
萩
・
十
王
広

域
下
水
道
組
合
へ

念
三
二
’
五
五
九
五

県
民
交
通
災
害
共
済
に

家
族
そ
ろ
っ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う

※
二
月
一
日
㈱
よ
り
、
平
成
元
年
度
加

入
受
付
中

会
費
一
年
間
大
人
九
百
円

中
学
生
以
下
五
百
円

共
済
期
間
毎
年
四
月
一
日
～

翌
年
三
月
三
十
一
日

万
一
の
時
、
お
支
払
い
見
舞
金
は

死
亡
百
万
円

最
高
障
害
三
十
万
円

身
障
見
舞
金
五
十
万
円

こ
の
た
び
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

犬
・
猫
の
巡
回
引
き
取
り
の
注
意

護
委
員
と
し
て
、
大
平
喜
美
子
さ
ん
（
本

町
四
’
二
○
念
二
二
’
四
一
二
八
）
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

鈴
木
廣
次
上
君
田
五
三
七

念
二
八
’
○
一
○
三

永
山
美
知
雄
下
手
綱
五
九
○

念
二
二
’
二
七
三
五

の
ぶ
お

北
畠
暢
男
本
町
四
’
八
四

壷
二
二
’
二
八
五
一

原
口
咲
子
春
日
町
三
’
五

壷
二
二
’
三
二
八
六

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
人
権
思
想
の
啓
発
に
努

力
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

犬
・
猫
の
巡
回
引
き
取
り
を
、
毎
週

水
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
一
時
五
分
の

間
、
市
役
所
入
口
の
郵
便
ポ
ス
ト
前
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
持
参
さ
れ
る
か
た

は
次
の
こ
と
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
故
防
止
の
た
め
、
依
頼
主
は
必
ず

立
ち
会
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
と
く
に
、

大
型
犬
は
厳
守
の
こ
と
。
）

○
猫
は
、
十
分
な
強
度
を
も
っ
た
布
袋

（
南
京
袋
等
）
に
入
れ
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

○
指
定
時
間
以
外
は
、
持
ち
帰
り
と
な

り
ま
す
。（
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
）

※
詳
し
く
は
、
衛
生
課
へ

念
二
三
’
二
一
二
内
線
三
六
三

ー

》
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

》
写
真
・
押
し
花
・

切
り
絵
展

－

一
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

一
田
所
耆
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

》高浜やおけん、野木商店、日立市民会館、ピアノマート（磯原）、

一
文
化
会
館
昼
二
三
’
七
四
二
）
春

一

第
三
回

好
評
の
う
ち
に
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
第
三
回
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
写
真
・
押
し
花
・
切
り
絵

展
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

と
き
二
月
二
十
五
日
出
、
二
十
六

日
⑧
、
二
十
七
日
側
の
三
日

間
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
七

時
（
最
終
日
は
午
後
四
時
）

と
こ
ろ
文
化
会
館

※
な
お
、
文
化
会
館
で
は
、
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
も
よ
お
し
も
の
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

や
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

文
化
会
館
へ
念
二
三
’
七
四
一
一

糞
化
舎
鬮
戸
ｌ
ｌ
ｌ

ｊ
も
主
お
し
も
⑳

’

:
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高
萩
市
建
設
工
事
関
係

平
成
元
年
度
の
高
萩
市
建
設
工
事
等

の
指
名
競
争
入
札
参
加
願
い
を
受
け
付

け
ま
す
。

○
受
付
日
程

三
月
一
日
㈱
か
ら
三
月
十
五
日
㈱
ま

で
の
日
曜
日
を
除
く
、
毎
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
土
曜
日
は
午
前
十
一
時
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

※
県
外
建
設
業
者
及
び
測
量
設
計
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
者
も
同
じ
日
程
で
受
け
付

身遥な穂 指
名
競
争
入
札
■

参
加
願
い
の
受
け
付
け

その③

家内労働者(内職など)の

必要経費が

57万円まで認められます

(1)最低保証57万円（特例経費）

家内労働者（内職など）や外行員，集金人，電

力量計の検針人などのかたは，事業所得または雑

所得となります。

昭和63年分の総収入金額のうち， 57万円までを，

その収入を得るための必要経費として認められま

す。

〈例〉 内職収入90万円の場合

け
ま
す
。

○
受
付
場
所

総
務
部
庶
務
課
文
書
係
（
市
役
所
本

庁
舎
三
階
）
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
願
書
の
様
式
、
添
付
書
類

願
書
の
様
式
は
茨
城
県
統
一
様
式
で

す
。
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
次
の
書

面
等
を
順
番
に
と
じ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
参
加
資
格
申
請
書

②
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

③
納
税
証
明
書
（
国
税
及
び
地
方
税
等
）

※
市
内
の
業
者
は
、
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
自
動
車

必要経費

57万円

(特例経費）

内職収入

90万円

事業(雑)所得

33万円
ニーー

ー

税
、
国
民
健
康
保
険
税
等
、
直
前
二

か
年
の
証
明
書

④
工
事
経
歴
書
（
営
業
経
歴
萱

⑤
技
術
者
経
歴
書

⑥
営
業
機
械
器
具
一
覧
表

⑦
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
証
明

聿
日

⑧
法
定
外
労
災
補
償
制
度
へ
の
加
入
証

明
書
（
加
入
し
て
い
る
場
合
）

⑨
建
設
業
許
可
言
（
確
認
言
）
写
し

⑩
営
業
所
一
覧
表

⑪
商
業
登
記
簿
謄
本
、
ま
た
は
、
代
表

者
身
分
証
明
言

⑫
主
要
取
引
金
融
機
関
名

⑬
使
用
印
鑑
届

⑭
印
鑑
証
明
書

※
添
付
書
類
の
う
ち
各
証
明
書
は
、
複

写
機
に
よ
る
写
し
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

（例)においては，実際の必要経費が27万円であ

る場合においても， 57万円まで必要経費として

認められることになります。

(2)税金は？ 〈例〉内職収入90万円の場合

必要経費が， 57万円まで認められることから，

所得税と市．県民税についても，昭和63年分につ

いては，下図のようになります。

★所得税は

(62年分）

↓
※
指
名
願
い
の
申
請
害
（
用
紙
）
は
、

建
設
業
協
会
の
本
部
、
ま
た
は
、
各
支

部
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
財
政
課
へ

念
二
三
’
二
一
二
内
線
三
○
二

平
成
元
年
度
の
日
立
・
高
萩
・
十
王

広
域
下
水
道
組
合
建
設
工
事
等
の
指
名

参
加
願
い
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
受
付
日
程

三
月
一
日
㈱
か
ら
三
月
十
日
勘
ま
で

（
受
付
時
間
は
、
市
役
所
と
同
じ
で

す
。
）

○
受
付
場
所

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組

合
総
務
課
（
十
王
町
伊
師
二
二
二
○
）

日
立
・
高
萩
・
十
王

広
域
下
水
道
組
合
関
係

昭和62年分の所得税31 ,200円

心 ー

(63年分）

↓

課税所得○円で非課税

★市・県民税は

(62年分）

平
成
元
年
度
学
校
給
食
用
物
資
納
入

業
者
の
指
名
参
加
願
い
を
受
け
付
け
ま

す
。○
受
付
日
程

二
月
十
三
日
側
か
ら
二
月
二
十
八
日

㈹
ま
で

○
受
付
場
所

高
萩
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

願
書
、
添
付
書
類
等
は
給
食
セ
ン
タ

ー
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

念
二
三
’
七
四
一
二

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
関
係

念
三
二
’
五
五
九
五

○
願
書
の
様
式
、
添
付
書
類

市
役
所
と
同
じ
で
す
。
（
た
だ
し
、

Ｂ
５
版
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
て
く
だ
さ
い
。
）

↓
昭和62年分の市・県民税

Jク イ7,500円(所得割額）

(63年分）

▼

課税所得5万円

昭和63年分の市・県民税

2,500円(所得割額）

税務課' (a23 2111内線203)または，

(念0294-21-6346）へどうぞ。

※詳しくは，

日立税務署

〃品 平成元年・交通安全スローガン＜ゆとりこそ無事故につながる道しるべ＞

必要経費

27万円

基礎控除

33万円

課税所得

30万円

必要経費（特例経費）

57万円

基礎控除

33万円

必要経費

27万円

基礎控除

28万円

課税所得

35万円

必要経費57万円

(特例経費）

基礎控除

28万円



⑦日曜当番医弓

高
萩
市
は
、
四
季
を
通
じ
非
常
に
良
い
景
観
に
恵
ま
れ

て
い
る
。
花
貫
渓
谷
も
そ
の
一
つ
。
久
し
振
り
に
歩
い
て
み
な
ぜ

た
。
北
国
の
厳
冬
か
ら
見
れ
ば
別
世
界
．
：
…
。
だ
が
、
何
故

か
寂
し
く
「
せ
せ
ら
ぎ
」
の
音
と
、
時
折
通
る
「
車
」
の
音

だ
け
が
聞
え
る
。

そ
ん
な
中
で
、
周
囲
の
「
立
木
」
や
「
岩
」
、
「
枯
れ
草
」
ま
で

が
、
あ
る
波
長
を
通
し
て
語
り
か
け
て
く
る
錯
覚
を
覚
え
た
。

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです。

○
鈴
木
豊
男
さ
ん
大
み
か

五
千
円
臨
海
学
園
へ

○
森
友
子
さ
ん
束
本
町

五
万
円
社
会
福
祉
へ

く
に
ひ
二

○
大
部
六
合
彦
さ
ん
秋
山

三
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
吉
田
好
毅
さ
ん
高
萩

三
万
一
千
円
チ
ャ
リ
テ
ィ
益
金

○
高
萩
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

二
万
円
身
障
者
福
祉
作
業
所
、

心
身
障
害
児
者
父
母
の
会
へ

善
意
仇
羅

冒
自
あ
り
が
と
う

寒の花資渓谷〈
）

高萩美術協会会員
いとう かずお

伊東和夫

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

油

※
採
用
者
に
は
、
記
念
品
を
差
し

一
東
幼
稚
園
の
ま
す
。
詳
し
く
は
、
高
萩
市
立
東

一
園
歌
（
歌
詞
）
募
集
園
へ
雪
三
’
四
四
六
五

少
年
ス
キ
ー
教
室
の

一
五
歳
児
一
年
保
育
の
幼
稚
園
で
す
。

｜
園
で
の
活
動
に
積
極
的
に
元
気
に
取
参
加
者
募
集
一

一
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
は
、
心
の
と
き
三
月
二
十
八
日
㈹
か
ら
二
十
一

一
豊
か
さ
と
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
九
日
㈱
ま
で
の
一
泊
二
日
一

一
子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
と
こ
ろ
山
形
県
天
元
台
ス
キ
ー
場
一

一
願
っ
て
園
歌
の
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
人
員
三
十
五
人
（
定
員
に
な
り
一

一
明
る
く
、
か
わ
い
い
園
児
向
き
の
歌
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
）
一

一
詞
を
、
一
番
か
ら
二
番
ま
で
（
ま
た
は
参
加
料
一
万
円

一
三
番
ま
で
）
み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
対
象
者
市
内
の
小
学
五
・
六
年
生
、
｜

｜
願
い
し
ま
す
。
中
学
生

一
○
締
め
切
り
三
月
三
十
一
日
燭
ま
で
申
込
先
三
月
六
日
側
か
ら
市
民
体
育
一

一
○
応
募
先
〒
三
一
八
高
萩
市
有
明
館
へ
参
加
料
を
添
え
て
申
し
一

町
一
’
一
四
一
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ｉ
Ｉ
臘
剛
叫
陳
吻
雌
脚
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
峪
Ｌ
げ
に
崎
Ｆ
」

○
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

十
万
円
ポ
ー
テ
ー
ジ
協
会
へ

○
高
萩
駅
社
員
一
同

二
万
六
千
七
百
十
円チ
ャ
リ
テ
ィ
益
金

○
ね
ん
ど
人
形

一
万
円
社
会
福
祉
へ

○
七
宝
焼
宝
菜
会

一
万
円
社
会
福
祉
へ

○
高
萩
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協

議
会

ぞ
う
き
人
雑
巾
四
百
枚
施
設
へ

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

二
十
万
円
ポ
ー
テ
ー
ジ
協
会
へ

歳
末
た
す
け
あ
い

○
キ
リ
ス
ト
教
聖
児
幼
稚
園
高
萩
分
園

二
万
七
、
二
六
四
円

○
北
部
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
エ
場

三
万
六
、
六
○
○
円

○
高
萩
市
母
子
福
祉
会
四
、
九
二
一
円

○
Ｎ
Ｋ
労
働
組
合
青
年
婦
人
部
一
同

六
、
○
八
七
円

○
塩
畑
ア
イ
子
さ
ん
一
万
五
千
円

○
秋
山
小
学
校
児
童
会

六
万
六
、
三
三
二
円

○
鈴
木
末
男
さ
ん
有
明
町

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

へ

）

○
大
心
苑
従
業
員
一
同

三
万
九
五
二
円

○
高
萩
市
遺
族
会
婦
人
部

一
万
一
、
三
八
六
円

○
文
化
堂
酒
店
八
、
八
一
○
円

○
生
長
の
家
高
萩
相
愛
会
一
万
円

○
台
・
駒
木
原
高
砂
老
人
会

六
、
九
二
二
円

○
Ｎ
Ｋ
高
萩
工
場
管
理
職
一
同

六
万
円

○
立
正
佼
成
会
茨
城
教
会
青
年
部

一
一
万
五
四
五
円

園
寄
贈
・
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
岸
名
節
子
さ
ん
神
奈
川
県

○
栗
原
陽
子
さ
ん
東
京
都

圏
寄
贈
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

○
高
萩
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

五
万
円
（
図
書
購
入
代
と
し
て
）

鴬 …鍔舘…詔¥…､鍬舞踊可…}蛍溌…~出端……癖…

①人□と世帯⑪

前月比

人口 35,158(－7）

男 17,331(－1）

女 17,827( 6）

世帯10,700(-6)

咄

(昭和64年1月1日現在）
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3月5日

3月12日

3月19日

3月26日

立花医院

宍戸医院

十王医院

内田病院

飯島医院

東本町

安良川

十王町

大和町

大和町

22-3512

23-2318

32－3266

22－2137

22-2235


